
10NICHIGIN 2020 NO.62

川
田
小
一
郎
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に

土
佐
藩
（
現
在
の
高
知
県
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

経
済
に
明
る
く
、
若
く
し
て
藩
の
会
計
方
に
登
用

さ
れ
た
ほ
か
、
藩
命
に
よ
り
、
藩
営
商
社
・
土
佐

商
会
の
経
営
に
も
あ
た
り
ま
し
た
。　

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
土
佐
商
会
か
ら
改

称
し
た
九つ

く

も
十
九
商
会
の
幹
部
と
し
て
、
経
営
者

の
岩
崎
彌や

太た

郎ろ
う

や
彌や

の之
助す
け

を
補
佐
し
、
後
の
三

菱
財
閥
の
基
礎
を
固
め
る
な
ど
、
実
業
界
で
大

　「
日
本
銀
行
総
裁
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
歴
代
総
裁
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
総
裁
在
任
時
に
取
り
組

ん
だ
事
跡
や
当
時
の
日
本
銀
行
の
歴
史
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
第
三

代
総
裁
の
川
田
小
一
郎
と
第
四
代
総
裁
の
岩
崎
彌や

の之
助す
け
で
す
。

第
三
代
総
裁

川
田
小
一
郎
か
わ
だ
こ
い
ち
ろ
う【総裁任期】

明治22年（1889）9月3日～明治29年（1896）11月7日

土佐商会の長崎出張所跡地に建つ「土佐商会
跡」の石碑（長崎県長崎市）。
 （写真提供：長崎県観光連盟）

第
三
回
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（
注
１
）
鉄
道
会
議
／
鉄
道
建
設
の
順
序
や
鉄
道
建
設
の
た
め

の
公
債
発
行
の
在
り
方
な
ど
鉄
道
政
策
を
審
議
す
る
た

め
、
鉄
道
担
当
官
庁
に
設
置
さ
れ
た
諮
問
会
議
。

（
注
２
）
貨
幣
制
度
調
査
会
／
当
時
の
金
銀
価
格
の
変
動
や
そ

の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
、
貨
幣
制
度
の
改
正
の
必
要
性
等

を
審
議
す
る
た
め
に
、
当
時
の
渡
辺
国く
に
た
け武
大
蔵
大
臣
の
建

議
に
よ
り
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
設
置
さ
れ
た

機
関
。

い
に
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）、
第
二
代
日
本
銀
行
総
裁
富
田
鐵て

つ

之の

助す
け

の
辞
職
に
伴
い
、
当
時
の
松ま
つ
か
た方
正ま
さ
よ
し義
大
蔵
大
臣

（
現
在
の
財
務
大
臣
）
の
推
薦
に
よ
り
、
川
田
が

第
三
代
総
裁
に
就
任
し
ま
す
。

　

総
裁
就
任
直
後
、
日
本
で
初
め
て
の
経
済
恐
慌

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
八
八
○
年
代
の
第

一
次
産
業
革
命
時
、
盛
ん
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会

社
が
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
倒
産
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
川
田

は
民
間
へ
の
貸
し
出
し
を
積
極
化
し
世
の
中
に
資

金
を
潤
沢
に
供
給
す
る
な
ど
し
て
、
金
融
機
能
の

維
持
、
中
央
銀
行
と
し
て
の
機
能
の
確
立
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
か
た
わ
ら
、
支
店
網
の

拡
充
や
人
材
登
用
な
ど
組
織
の
充
実
に
取
り
組

み
、
日
本
銀
行
の
発
展
の
基
礎
を
築
き
ま
す
。
特

に
人
材
面
で
は
、
山
本
達
雄
（
第
五
代
日
本
銀
行

総
裁
）
や
高
橋
是こ

れ
き
よ清

（
第
七
代
日
本
銀
行
総
裁
）

等
を
採
用
し
ま
し
た
。
高
橋
是
清
に
は
建
築
事
務

主
任
と
し
て
、
日
本
銀
行
本
店
本
館
の
建
築
に
あ

た
ら
せ
ま
し
た
（
明
治
二
十
九
年
〈
一
八
九
六
〉

二
月
に
現
所
在
地
に
完
工
）。

　

総
裁
就
任
直
後
の
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、

帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
た
際
に
は
財
界
代
表
と

し
て
貴
族
院
議
員
に
も
勅
選
さ
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
、

新
設
の
鉄
道
会
議
（
注
１
）
議
員
に
、
そ
の
翌
年

（
一
八
九
三
）
に
は
、
貨
幣
制
度
調
査
会
（
注
２
）

の
委
員
に
就
任
す
る
な
ど
、多
く
の
公
職
に
就
き
、

活
躍
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
功
に

よ
り
、
川
田
は
民
間
出
身
者
と
し
て
初
め
て
男
爵

を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
田
は
、
総
裁
在
任
期
間
中
の
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
に
急
逝
し
ま
し
た
。
享
年
六
〇
歳

で
し
た
。

川田の総裁任期中に日本銀行
に採用された山本達雄（第 5
代総裁／上）、高橋是清（第
7代総裁／中）、井上準之助
（第 9・11代総裁／下）。

「大日本帝国政府日本銀行全景」
日本銀行本店が完成した明治 29年（1896）当時の銀行周辺の様子が描かれてい
る錦絵（梅堂国貞＜三代歌川国貞＞作）。 （日本銀行金融研究所貨幣博物館所蔵）

参
考
動
画

【
日
本
銀
行
本
店
本
館
】
④
本
店
本
館
の

建
設
に
関
わ
っ
た
人
物
た
ち
〜
川
田
小
一

郎
・
辰
野
金
吾
・
高
橋
是
清
〜
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岩
崎
彌
之
助
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に

土
佐
藩
（
現
在
の
高
知
県
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

土
佐
藩
校
の
致ち

道ど
う
か
ん館

に
て
学
問
に
励
ん
だ
後
、
大

阪
に
て
歴
史
学
者
重
野
安や

す
つ
ぐ繹
の
私
塾
成せ
い
た
つ達
書
院
に

て
漢
学
を
学
び
ま
す
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、

米
国
に
留
学
し
ま
す
が
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
帰
国
し
、
三
菱
商
会
に
入
社
し
ま
し
た
。
父
彌

次
郎
の
急
逝
に
際
し
、
兄
で
あ
る
同
社
社
長
の
彌

太
郎
か
ら
、
自
ら
を
支
え
て
ほ
し
い
と
の
懇
願
を

受
け
た
た
め
で
す
。
三
菱
商
会
で
は
副
社
長
と
し

て
、
主
力
の
海
運
の
増
強
に
加
え
、
鉱
山
や
炭

坑
の
買
収
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
彌
太
郎
が
没

し
、
彌
之
助
が
第
二
代
社
長
に
就
任
し
た
当
初
、

海
運
の
競
争
激
化
等
に
よ
り
三
菱
商
会
は
不
振
に

陥
っ
て
い
ま
し
た
。
彌
之
助
は
、
造
船
業
、
保
険

第
四
代
総
裁

岩
崎
彌
之
助
い
わ
さ
き
や
の
す
け

岩崎彌之助の生家（高知県安芸市）。彌之助の曽祖父彌次右衛門が 1795 年ごろ建てたと言わ
れている、建坪約 30坪の藁

わら

葺
ぶ

きの平屋で、当時の面影をそのまま残している。
 （写真提供：一般社団法人安芸市観光協会）

【総裁任期】
明治29年（1896）11月11日～明治31年（1898）10月20日
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（
注
）
具
体
的
に
は
金
本
位
制
の
採
用
を
指
す
。
金
本
位
制
と

は
、
貨
幣
価
値
を
金
に
裏
付
け
て
表
す
こ
と
。

業
、
不
動
産
業
、
銀
行
業
と
事
業
の
多
角
化
を
図

り
つ
つ
業
績
を
回
復
さ
せ
、
三
菱
財
閥
の
発
展
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
業
界
で
の
経

営
手
腕
を
買
わ
れ
、
岩
崎
は
、
第
三
代
日
本
銀
行

総
裁
川
田
小
一
郎
が
急
逝
し
た
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
十
一
月
に
、
第
四
代
総
裁
に
就
任

し
ま
し
た
。

致道館は、土佐藩第 16 代藩主山
やまうち

内豊
とよのり

範の命を受け、藩の参政吉田東洋により文久 2年
（1862）に建てられた藩校・文武館が前身。幕末の西洋式軍備に対応した人材育成を担った。
当時の姿を残す表門（現高知県立武道館の正門）の前には、「致

ち

道
どうかん

館 並
ならびに

陶
とう や

冶学
がっこう

校址
あと

」と書
かれた石碑が立っている。 （写真提供：高知県立武道館）

　

総
裁
就
任
直
後
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

に
実
施
さ
れ
た
貨
幣
制
度
の
改
革
（
注
）
と
軌
を

一
に
し
て
、
岩
崎
は
金
融
関
連
の
改
革
に
着
手
し

ま
す
。
当
時
、
日
本
銀
行
が
決
め
る
公
定
歩
合
が

市
中
金
利
と
か
け
離
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
金
利

体
系
の
正
常
化
を
企
図
し
た
諸
施
策
を
講
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
外
国
為
替
専
門
銀
行
で
あ
っ
た
横

明治時代に築造された岩崎彌之助邸・三菱社の擁壁のれんがを再利用して造られた岩崎彌
之助邸跡等の碑（東京都千代田区）。

浜
正
金
銀
行
と
の
間
で
協
調
関
係
の
構
築
に
も
努

め
ま
し
た
。
ま
た
金
融
政
策
の
手
段
で
も
新
た
な

試
み
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
金
融
機
関
へ
の

貸
出
と
金
利
政
策
を
主
な
手
段
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
市
中
金
融
機
関
か
ら
国
債
を
買
い
上
げ
、
そ

の
購
入
代
金
を
市
中
金
融
機
関
に
支
払
う
こ
と
に

よ
る
資
金
の
供
給
を
初
め
て
行
い
、
金
融
政
策
手

段
の
多
様
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
岩
崎
で
し
た
が
、明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）、

「
病
気
激
務
に
耐
え
ざ
る
」
と
い
う
理
由
で
総
裁

を
辞
任
し
ま
す
。
実
際
に
は
政
策
を
巡
る
政
府
と

の
見
解
相
違
が
辞
任
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
刀
剣
、
茶
道
具
な
ど

に
明
る
く
、
明
治
期
の
西
欧
文
化
偏
重
の
中
で
、

東
洋
の
文
化
財
の
散
逸
へ
の
危
機
感
か
ら
、
幅
広

い
分
野
の
古
美
術
品
を
収
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

総
裁
辞
任
後
、
財
界
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
を

控
え
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、
そ
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
享
年
五
七
歳
で
し
た
。


